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〈第二次案内〉 
 

初夏の候、皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、「第６２回広島県小学校社会科教育研究大会」を次のとおり開催いたします。 

 つきましては、公務ご多用とは存じますが、多数の皆様のご参加をいただき、ご指導ご助言を賜りますよう

ご案内申し上げます。 

 

１ 研究主題 

          

         

 

 

２ 日  時    １２：４０～１６：４０ 

 

３ 会  場   

         広島県廿日市市陽光台一丁目４－１ ℡ ０８２９－３８－０２５１  

 

４ 主  催   広島県小学校教育研究会社会科部会 

         第６２回広島県小学校社会科教育研究大会現地実行委員会 

         廿日市市立平良小学校 

 

５ 共  催   広島県教育委員会（申請中） 

 

６ 後  援   大竹市教育委員会（申請中） 廿日市市教育委員会（申請中）広島県連合小学校長会（申請中） 

日本教育公務員弘済会広島支部（申請中）  大竹市・廿日市市小学校教育研究会 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会を見つめ，よりよい未来を共創する社会科教育の創造」 

～主体的に問い続け、他者と協働しながら追究する児童の育成を目指して～ 
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８ 研究報告   廿日市市立平良小学校  研究主任  橋本 知子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 授業公開 

   

10 分 科 会 

分科会 実践提案者 テーマ 指導助言者 

第 1分科会 

（第 3学年） 

広島市立温品小学校 

教諭 古田 泰一 

「社会貢献」をキーワードと

した産業学習の単元開発 

廿日市市教育委員会 

船倉 響子 指導主事 

第２分科会 

（第４学年） 

福山市立新涯小学校 

教諭 井上 朋也 

広島県のカキや熊野筆を 

通して見方・考え方を育む 

広島県西部教育事務所 

高橋 伸明 指導主事 

第３分科会 

（第５学年） 

尾道市立因北小学校 

教諭 島谷 恭平 

社会的な見方・考え方を 

働かせた深い学びの実現 

広島県教育委員会義務教育指導課 

宮岡 大輔 指導主事 

第４分科会 

（第６学年） 

三次市立君田小学校 

教諭 森永 清司 

自分とのつながりでとらえる

歴史学習の授業づくり 

広島県立教育センター 

片岡 巧  指導主事 

11 講  演   大妻女子大学 家政学部児童学科 教授 澤井 陽介 先生   

 

12 参 加 費   １，０００円（資料代を含む） 

 

13 そ の 他   研究会詳細及び申込については、第三次案内（９月予定）でお知らせします。 

問い合わせ先  廿日市市立平良小学校  教頭  福田 陽子 

TEL ０８２９－３８－０２５１  FAX ０８２９－３８－０３４９ 

          ※ 警報発令等緊急事態の際には、日程等変更する場合がありますのでご承知おきください。 

学年 単元名 授業者 

第３学年 店ではたらく人 伊藤 尚子 

第４学年 特色ある地域と人々のくらし 菅 優人 ・ 久光 翔太（２クラス授業提案） 

第５学年 情報を生かすわたしたち  眞鍋 雄大 ・ 大前 優斗（２クラス授業提案） 

第６学年 明治の国づくりを進めた人々 樋渡 優希 

① 問いを重視した単元計画の工夫 
 ・学習問題と具体の問いの構造化（「問いと知識の構造図」） 

② 協働的に考えを深める学習活動の工夫 
 ・進んで対話しようとする態度の育成  
・社会的な見方・考え方を働かせた表現活動の重視 

12:20   12:40    12:55      13:10   13:20                  14:05   14:15                     15:15   15:25                   16:30     16:40                                 

研究の視点 

 


